
内閣府特命担当大臣（科学技術政策）談話 

 

本年のノーベル生理学・医学賞を、かつて総合科学技術会議

議員を務められた京都大学の本庶佑特別教授が「免疫抑制阻害

によるがん治療の発見」という優れた業績により受賞されるこ

ととなり、心からの敬意と祝意を表します。 

人類への貢献を称えるノーベル賞を日本の研究者が受賞さ

れたことは、日本の研究水準の高さを世界に示すものであり、

大きな励みとなるものです。 

今回の受賞が、科学技術に対する社会の期待や関心を一層高

め、次代を担う若い世代に夢を与えるとともに、新たな課題に

積極的に挑戦する契機となることを期待しています。 

政府としても、我が国が「世界で最もイノベーションに適し

た国」へ変革するため、第５期科学技術基本計画及び統合イノ

ベーション戦略の下、優れた若手研究者が活躍できる研究環境

の整備や学術研究・基礎研究の推進など、研究力の向上に全力

で取り組んでまいります。 

本庶特別教授におかれては、これからも御自身の研究や後進

の育成に取り組まれ、我が国及び世界の科学技術の発展に貢献

されるようお願い申し上げます。 
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